
中国語と日本語による地震防災学習会 

 

日本では地震が起こり、亡くなる人、ケガをする人が多数います。徳島でも南海トラ

フ巨大地震が今後 30 年以内に高い確率で起こると言われています。地震が発生した時

にテレビやラジオなどから避難情報が伝えられますが、日本語が聞き取れなかったりす

ると避難が遅れ、被害に遭うことも起こります。そこで、地震に備えるために防災知識

の学習と緊急時の対応について、中国語と日本語による学習会を企画しました。 

学習会では TOPIA 発行の防災ハンドブックを使用し，中国語と日本語を使用し，ハ

ンドブックの内容を学び、災害にそなえていただこうと考えております。 

 

日時：2026 年 11 月 12 日（木）15:00-17:00 

会場：徳島大学常三島キャンパス 

   理工学部 建設工学科棟 3 階 303 セミナー室１ 

対象：徳島に住む中国語を母語とする留学生、研修生、そのご家族等 

 

プログラム 

 

15:00～15:20 開会式，自己紹介（アイスブレイ

ク） 

 



15:20～15:50 

防災の話題提供（徳島大学教授 蒋 景彩） 

巨大地震による死傷者数から見る日中地震防災対策―地震災害から自分の命を守ろ

う― 

 

15:50～16:30 防災学習（日中友好協会） 

自然災害から命を守る防災ハンドブックの内容を中国語と日本語で理解する 

16:30～17:00 今後の活動に向けて（質疑応答・意見交換） 

 

主催：徳島大学環境防災研究センター，徳島県日中友好協会 

共催：中国人留学生学友会 

 

   特に中国語を母語とし日本語の聞き取りや会話に自信のない方を歓迎します。 


